
 

（別紙１） 

              就農準備資金・経営開始資金の交付対象者の考え方について 

 

１ 就農準備資金 

（１）新規採択者 

  研修計画及び面談等により、以下全てを満たすと確認できる者とする。 

  ・就農ビジョンと研修の目的が明確であり、次世代を担う農業者になることにつ

いて強い意欲を有している者 

  ・前年の世帯（本人のほか同居又は生計を一にする別居の配偶者、子及び父母が

該当する。以下同じ。）全体の所得が 600 万円以下である者 

    ・研修の実行及び研修終了後の就農が確実に見込まれる者 

（２）継続者 

    研修状況報告及び面談等により、以下全てを満たすと確認できる者とする。 

    ・研修に積極的であり、指導者等関係者の助言・指導に従う者 

    ・研修内容を理解し、就農に必要な技術や知識の習得が認められる者 

    ・成績表の発行がある機関で研修する場合にあっては、最低評価がない者 

    ・就農に向けた準備を行い、着実な就農が期待される者 

    ・研修の出席状況が良好で、概ね１年かつ概ね年間 1,200 時間以上の研修を受け

ている（受ける見込みがある）者 

     

２ 経営開始資金 

（１）新規採択者 

  青年等就農計画等及び面談等により、以下全てを満たすと確認できる者とする。 

    ・明確な将来の農業経営の構想があり、次世代を担う農業者となることについて

強い意欲を有し、経営の発展性の高い者 

  ・前年の世帯全体の所得が 600 万円以下である者 

    ・地域の担い手として期待されている者 

    ・将来にわたって営農継続が期待される者 

（２）継続者 

    就農状況報告及び面談等により、以下全てを満たすと確認できる者とする。 

    ・次世代を担う農業者となることについて強い意欲を有しており、サポートチー

ム、都道府県普及指導センター等関係機関及び指導農業士等関係者の助言・指

導に従う者 

    ・営農に必要な技術や経営ノウハウを有し、適切な営農及び経営管理ができてお

り、また、更なる経営発展に向けて積極的に取り組んでいる者 

    ・自身の経営状況・課題を把握し、改善に取り組んでいる者 

    ・年間 150 日かつ 1,200 時間以上で年間を通じて農業生産に従事している者 

    ・概ね収支計画どおりの経営規模、生産量、売上高等を達成しており、青年等就

農計画の目標達成が実現可能と見込まれる者（ただし、災害等計画作成時点で

想定できなかった事態が発生した場合は除く） 

    ・労働環境の整備や農作業安全・食品衛生管理に取り組んでいる者 

    ・将来にわたって営農継続が期待される者 

  ・前年の世帯全体の所得が 600 万円以下である者 


